
 第 2 回 北広島市教育施策審議会 

日 時 平成２４年１月３１日 （火）  １８：３０～20：３５ 

場 所 北広島市役所 本庁舎 2 階 会議室 

内  容 

教育施策審議会次第 

１  開会 

２  会長挨拶 

３  諮問 （ 教育長    白 崎 三千年 ） 

４  議事 

 （１）教育推進計画（平成 24～26 年度）事業の概要について 

 （２）教育推進計画策定に伴う今後のスケジュールについて 

５  その他 

６  閉会 

      

■  概 要 

【諮問】 

北広島市教育施策審議会設置条例第 2 条第 1 項１の規定に基づき、市教委か

ら教育施策審議会へ北広島市教育基本計画・推進計画（平成 24～26 年度）の

策定について諮問しました。 

【議事】 

（１） 教育推進計画（平成 24～26 年度）要求事業の概要について 

教育基本計画の８つの政策（23 の施策）に沿い主な要求事業を各課から説

明しました。ただし、予算の最終調整中であるので要求事業の実施が見送られ

ることもあり得る旨の理解を求めました。 

＝委員から出された意見等＝ 

○不登校などの対策としては低学年のうちから家庭生活状況調査を行うべ

きではないか。 

○家庭教育に対する支援が本当に必要な家庭に対する方策を検討すべきで

はないか。 

○学校現場では調査物の負担が大きくなってきているので是非成果が上が

るものにして欲しい。 

○家庭教育には児童家庭課などとの協力も必要ではないか。 

○教育委員会からの調査物に対する苦情も考えられるので、情報収集の方法

を考えるべきではないか。小学校 1 年生を対象に家庭生活状況調査を行

うのも方法だと思う。共稼ぎの家庭が増え家に親が居ないことが問題で、

地域は子供達を見るより良い環境を作るために色々な取組をしている。 

○不審者対策は町内会の協力等で不定期に実施すると抑止力があると思う。 

○他市では犬の散歩を活用したパトロールを実施している例もある。 



○不審者情報のメール配信は広める方策を検討して欲しい。 

○地域の人材は有償ボランティア制度で確保するべきだ。 

○学校現場としては北広島独自の授業補助員や特別支援関係の補助員など

人的支援に感謝している。 

○太子町とはどのような関係か→大阪府にある中山久蔵翁の出生地である

ことから資料等を調査したい。 

○北広島の図書館は評判がよいので図書館を市の PR に使うのも方法では

ないか。職員の意識を上げていくともっと良くなる。 

○高校生が飲食店で勉強しているところを見るが、そのような学習を支援す

る場を増やして欲しい。 

○図書館司書の方は感じが良い小中学校に学校司書はいますか。→分館であ

る西部小は学校司書を配置している。 

○地区文化祭には子供からお年寄りまで一緒に出演していてすばらしいこ

とだと思うが、総合文化祭も子供が参加できればよい。 

○地区体育館にステージがあれば多目的に使用できると思う。 

○広島県北広島町と民間レベルで交流が始まっている。市としても民間レベ

ルでの他町村との交流に協力して欲しい。 

（２）教育推進計画策定に伴う今後のスケジュールについて 

市が行っている政策評価制度は前年度の事後評価を次年度の推進計画に反

映しているが、審議会が行う点検評価見直しは当年度の中間評価をしながら次

年度の教育推進計画を策定していくという相違点を説明し、素案の策定、答申

に向けた今後のスケジュール及び次期教育推進計画の様式（案）を説明しまし

た。 

資料１：教育推進計画（平成 24～26 年度）の策定に向けて 

資料２：次期教育推進計画の様式（案） 

＝委員から出された意見等＝ 

なし 

【その他】 

次回開催日程の調整し、平成 24 年 3 月 13 日（火）１８：３０からの開

催を決定しました。 
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